
専門職による機能回復訓練と捉えられることも多いですが、「リハビリテーション」という言葉には広い意味が
あります。リハビリテーションは、re（再び、戻す）とhabilis（適した、ふさわしい）から成り立っています。
つまり、単なる機能回復ではなく、「人間らしく生きる権利の回復」や「自分らしく生きること」を目指します。
現在、市民病院では本来の「リハビリテーション」という概念を意識しながら、理学療法士9人、作業療法士4人、
言語聴覚士3人で急性期のリハビリテーションを提供しています。
リハビリテーションを行う3つの専門家
1.理学療法士
病気や外傷、手術などにより、運動機能が低下した人に対し、運動機能の維持・改善、生活の再構築を目的に、
運動療法などを中心とした機能訓練を早期より行います。 
2.作業療法士
事故や病気によって失われたその人らしい生活を再獲得するために、作業に焦点を当てた治療・指導・援助を行
います。身体と心の安定を図りながら、将来のその人らしい生活
を獲得するために作業（日常生活動作、仕事、趣味）を通して、
早期から社会復帰を目指します。また、認知症サポートチームの
一員として、認知症の人への支援も行います。
3.言語聴覚療法士
発声発語機能、言語機能、聴覚機能、高次・認知機能など、主と
してコミュニケーション機能に障害のある人、また摂食嚥下機能
に障害のある人に対して、その方に適した検査を行い、機能の獲
得や維持・向上を図り、生活の質の向上を目指しています。

対　市内在住の40歳以上（1985年3月31日以前生ま
れ）で会社などで受診する機会がない人
※脳の病気で治療中・既往歴がある人、体内に金属や
ペースメーカーなどの機器が入っている人、妊娠中や
妊娠の可能性のある人、化粧品や入れ墨に金属粉を含
む顔料を使用している人、閉所恐怖症の人などを除き
ます。
申　5月10日㈮17時までに申込書（市ホームページで入手）を直接
他　・申し込み多数は、初回受診の人を優先で抽せんし、受診決定者のみ通知します。
　　・市国保加入者、後期高齢者医療保険加入者は基本項目のみ半額を助成します。
　　・申し込み時に問診します。

頭部MRI、頭頚部MRA、
問診など（脳実質の状態
や脳血管の疾患を検査）

頚部のせき髄の状態を
調べる

50歳以上の人が対象で、
海馬の萎縮を見る検査

小林記念病院
市民病院

35人
35人

保健センター 48-3751

脳ドック検診(前期)

概要
とき ところ 定員

7～9月
10,000円

8,800円

5,500円

内容
項目 内容 料金

基本項目

頚椎MRI

VSRAD
ブイエスラド
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リハビリテーションとは
市民病院リハビリテーション室 48-5050
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